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分なディスカッションができなかったが、それぞれ
素晴らしい看護実践内容で大変貴重なお話をいただ
くことができた。３人の先生方の日々の実践は、そ
れぞれの専門や立場で異なっていたが、「生活する
人を支える」、真田先生のお言葉を借りれば「生き
ることを支える」ために、看護師が高い専門性を持
つことが重要であるということは共通の見解であっ
た。そのような高い専門性を発揮していくために
は、知識の蓄積や看護師が行う行為への責任の範囲
の明確化、より深い倫理的な配慮など、課題も多数
あることがわかった。
　本学部は、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした
倫理観、心豊かな人間性と看護実践能力を備えた人
材を育成し、地域社会における保健・医療・福祉の
向上、看護の発展に貢献できる看護職者を育成する
ことを目的としている。高い専門性を持った看護師
の課題は多々あるが、本学の教育上の理念・目的
が、将来活躍するであろう高い専門性を持った看護
師の育成につながることを、今回のパネルディス
カッションで確信することができた。来年度から、
いよいよ本格的な実習が始まる。臨床と協働しなが
ら、看護の発展に貢献できる看護職者の育成に改め
て取り組みたいと考える。
　最後に、講演いただいた真田先生、パネリストと
してご参加下さった伊藤先生、中山先生、村井先
生、シンポジウムにご参加、ご協力くださった多く
の皆様のおかげで盛会に終わりましたことを心から
感謝申し上げます。
摂南大学看護学部
座長　池田　友美
眞野　祥子
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